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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本電機工業会（JEMA）及

び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出が

あり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。これによって，

JIS C 4412-1:2014 及び JIS C 4412-2:2019 は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 C 4412：2021 
 

低圧蓄電システムの安全要求事項 

Safety requirements for electric energy storage equipment 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 1 版として発行された IEC 62909-1 を基とし，蓄電システムの安全に関する要

求事項だけを規定し，かつ，電力系統の相違などを考慮して技術的内容を変更して作成した日本産業規格

である。 

なお，この規格の附属書 JA 及び附属書 JB は，対応国際規格にない事項である。また，側線又は点線の

下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付

けて，附属書 JC に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，一体形蓄電池又は分離形蓄電池を備えた低圧蓄電システム（以下，蓄電システムという。）

の装置としての安全性について規定する。 

この規格は，設備で停電が発生したときに設備内の負荷機器に電力供給するバックアップ用，ピークカ

ット・ピークシフト（充電した電力をピーク時に用いるもの）用，仮想発電所（VPP）用，デマンドレス

ポンス用などを目的とする蓄電システムを対象とする。 

この規格は，JIS C 62477-1:2017 とともに用いる。JIS C 62477-1:2017 の“PECS”は，“蓄電システム”

に読み替えて適用する。また，附属書 A，附属書 D，附属書 H 及び附属書 N は，JIS C 62477-1:2017 のそ

れぞれの附属書を読み替えて適用する。 

この規格は，次のいずれも対象とする。 

・ 低電圧配電系統から受電して，出力用端子又はコンセントから給電する，交流入力電圧 600 V 以下又

は直流入力電圧 750 V 以下のスタンドアロン方式 

・ 低電圧配電系統に接続して，分電盤を介して設備の配線を通じて電力供給を行う，交流出力電圧 600 

V 以下又は直流入出力電圧 750 V 以下の系統連系方式 

ただし，系統連系保護機能に関する要求事項は，この規格では規定しない。 

この規格は，JIS C 4411 規格群で規定する無停電電源装置には，適用しない。 

注記 1 蓄電システムの放電時間は，接続する負荷機器の容量及び数，並びに蓄電池の経年劣化の程度

によって異なるため，規定していない。同様に，蓄電システムの容量も，製造業者が接続する

ことを想定する負荷機器に応じて異なるため，規定していない。 

注記 2 蓄電システムの方式によっては，停電発生時にプラグをつなぎ換える必要がある。 

注記 3 系統連系保護機能及び設備としての要求事項は，系統連系保護機能及び／又は配線規則に関す


